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★
星の会星の会
不登校を考える親の会

2012年10月25日(木）

（代表）加嶋文哉
〒876-0814

佐伯市東町12-15
0972-24-1669

第135号

★
★

★ （Ｅ-mail）ichibanboshi@hoshinokai.net
(U R L)　http://www.hoshinokai.net/

876-0814

佐伯市東町12-15

加嶋文哉　　様　0

名前につく「様」の後に

　0　の数字がある方は、未納です。　

 -1　の数字がある方は、納めています。

尚、間違いがある場合は加嶋までご連絡を。年会費は 2000円です

●会費は2012年の分だけで結構です。2011年以前の滞納があっても徴収はしません。
◎振り込みは　大分信用金庫　渡町台支店　(普)　0228692　加嶋文哉　まで
　振り込み手数料は、会員さんの方で負担をして下さい。
◎加嶋宛に封書で郵送して下さっても良いです。その際は、外からお金が見えない工夫をして下さい。
●星の会をやめたい方は、加嶋まで電話かメールかハガキ・封書等でご連絡下さい。
　長期に会費が未納の方は、退会の手続きをとらせていただくことがありますのでご注意ください。

会費

○昼の大分例会…12月１日（土）13:00～16:20

○別府例会…12月１日（土）19：00～21：00

○豊後大野例会…12月13日（木）19：00～21：00　

○津久見例会…12月14日（金）19：30～22：00

○夜の大分例会…12月21日（金）19：00～21：00

変更する場合があるので、会報で確認して下さい

を納めて下さい

会費を納めたかどうか
はっきりしない方は…

封筒に貼られた
ラベルを見てください
封筒に貼られた
ラベルを見てください

次回
予告

11月例会

■第33回　別府例会　（通算453回）　

○11月３日（土）　19：00～21：00

○別府市社会福祉会館（駅前青山通り　ホテル白菊の裏）　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問合せ　西田さん　090-7389-1577

■第106回　大分例会　（通算456回）　

○11月16日（金）　19：00～21：30

○大分コンパルホール　311会議室（３階）　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問い合わせ　中島さん　090-4516-3964

○11月９日（金）　19：30～22：00

○広浦公民館　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問合せ　戸高さん　090-9792-7317　

■第183回　津久見例会（通算455回）

不登校支援を　　　考える子どもの

立場で ５

居場所であって居場所でない

■第３回　豊後大野例会　（通算454回）　

○11月８日（木）　19：00～21：00

○豊後大野中央公民館　会議室　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問合せ　佐藤さん　0974-22-0523
不登校を始めると、様々な所に居場所を求める
子どもがいる。居場所を見つけた子どもは、傷
ついた心を癒し、エネルギーを貯めて、自らの
道を再び歩み始める。しかし、一方で、教室以
外の場所を居場所としても、元気が持てない子
どもたちもいる。そこにはどのような違いがあ
るのだろうか。今回と次回で居場所について、
子どもの立場から捉えてみようと思う。

　中学 2年生のエリ（仮名）にいじめがあったのかどうかはは

っきりしない。さみだれ登校をした後に、全く学校に行く事が

できなくなった。しばらく自宅にいたが、母親が「保健室に行

ってみる？」と尋ねたところ、エリは黙っていた。「黙っていて

はわからんよ。どうしたい？」と重ねて尋ねると「わからない」

と答えた。母親に連れられ、エリは何日か保健室登校をしたが、

続けることができなくなった。やがて、身体症状が出始め、今

では自宅を居場所としている。

　エリは保健室に行こうとしたが、それはエリが必要としたの

ではない。どこにも行こうとしないエリを見て、親が不安とな

り、親自身が安心するためにエリを保健室に行かせようとした

のである。エリの「わからない」という言葉を「嫌とは言って

いない」ととらえるか、「行きたい、行ってみたいとは言って

いない」ととらえるかは大きなちがいがある。そこにエリが行

かされている（強制）のか、エリが選んでいる（尊重）のかの

ちがいが…。子どもの意志が伴った時に、その空間が子どもの

居場所となりえると言えよう。

　また、中学 3年のユカ（仮名）は、不登校となってすぐに教

育支援センターに通い始めた。しかし、10 分ほど居ては車で

そのまま帰宅する。母親の話では、「教育支援センターに行く

と出席日数としてカウントされる」からである。受験を控えた

ユカは、表情から辛そうに見えたが、母親に連れられて、教育

支援センターに毎日通った。

　ユカは、高校受験のために（出席日数を増やすために）教育

支援センターに通った。ユカ自身が自分のために選んだように

見えるが、そうではない事はユカの表情が示している。母親が

説得をしたというよりも、「中学校を不登校で過ごすと、高校

にも行けない。高校にもいけないと、社会に出る事ができない。」

といった社会的な圧力が、受験生に対して教育支援センターに

行く事を強制したのである。居場所とは「将来のために必要だ

から、苦しいけど行く所」ではなく、「今を輝くために必要な（行

きたい）所」でなくてはならない。

　奥地圭子は、居場所について次のように述べている。「…な

により本人にとって安心していられる居場所であることが、最

も大切なことでしょう。居場所であるということは、自分が自

分であることを尊重されるということですから…」（「登校拒否

なんでも相談室」より）次号で、自分であることを尊重される

居場所の具体的な姿を伝えてみたいと思う。

■星の会世話人会　
○12月９日（日）　12：00～13：00
○コンパルホール　309会議室　
○内容　世話人の研修
尚、13:00～不登校フォーラムの実行委員会があります。


